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代表理事  森本尚樹 

 

 

一般社団法人日本ろう者テニス協会（以下、ＪＤＴＡ）では、日本障がい者テニス団体にお

ける多様化委員会日本ろう者スポーツ団体相互の連携と融和をはかるとともに、会員の競

技力及び知識の向上と親睦交流を発展させることを目的で、活動の骨格となる中⾧期計画

を定めました。 

 

【理念】 

（１） ろう者テニスの普及の促進 

（２） ろう者テニス愛好者の拡大と競技力向上 

（３） テニスの普及・発展をはかる為の各種講習会の開催 

（４） CISS（国際ろう者スポーツ連盟）の事業への協力 

（５） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

2027 年 1 月に創立 25 周年を迎えるにあたって、理念・ビジョンの見直しを図る。 

中⾧期計画の骨子としては、テニスを楽しめる生涯スポーツとして、これらの内容について

は活動を進めていく過程で適宜見直すことで実効性を高めていく。 

 

【⾧期計画として、現在、考えるビジョン（継続）】 

 ～ 聴覚障がい者のテニス（デフテニス）の楽しさや魅力を、国内及び世界に届けよう ～ 

 

【趣旨】 

毎年、各都道府県が持ち回る全国ろうあ者体育大会や、JDTA 選手権大会や企業団体との

テニス交流会、企業や同志が集う支援大会、テニスクリニック開催等を通じて、デフテニス

の普及・発展のために活動しています。 

障がいのある・ないすべての人が、楽しんでテニスを満ち足りていることを実感して環境

整備を目指していきます。 

デフテニスを通じて、障がいのある方の社会参加・社会貢献への意欲を高め、分け隔てのな

い共生社会づくりに努めていく。 

上記ビジョンの達成に向けて、以下の活動を展開していく。 



 

【中期計画】 

2029 年夏季デフリンピック及び世界デフテニス選手権大会などに向けて、強豪国として

の日本ろう者テニスの発展に向け、以下の取り組みを通じて選手強化・発掘、事務局機能の

維持・強化に努めていく。 

 

（１） JDTA 大会、国内大会等の開催や講習会を通じたデフテニスに触れる機会の拡充 

（２） 日本スポーツ振興センター・日本パラスポーツ協会・日本テニス協会等、関連団体

と連携した選手強化活動の継続。 

（３） デフテニス選手の増加を企図したユース選手の育成、新規発掘活動の強化・継続 

（４） 選手強化・育成体制の維持のため、コーチ・トレーナーの発掘・育成活動の強化・

継続。 

（５） より選手目線での活動を実現するため、組織体制のあり方についての検討の継続 

（６） 地域との繋がりを一層深め、お互いの活動を高めあえるように、東日本・東海・西

日本ブロックでのコミュニケーションを密にする。 

（７） 2026 年世界デフテニスチーム選手権や 2027 年世界デフテニス選手権など、財務面

で自律的な協会運営を可能とするべく、スポンサー獲得に向けた体制を整備・強化。 

（８） スポンサー獲得に向け、ＪＤＴＡの活動について社会の眼により触れる機会を増や

し、スポンサーからの支援を受けやすくする方策について検討を進めていく。 


